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平成 29、30 ᖺ（2017、2018 ᖺ）にᩥ㒊⛉学┬（௨ୗ「ᩥ⛉┬」とする）にࡾࡼ「学習

指導要領 እᅜ語⦅ 英語⦅」（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀ࿌♧ࢀࡉたࠋその᭱᪂の学習指導要

領࡛ࡣ、「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」ࡀ┦に関係࠺ྜࡋ୰࡛、4 ᢏ能

ࡌ授業を㏻࡞࠺ࡼて、そのࡋそࠋているࢀらࡵồࡀた言語άືをᐇ㊶する授業ࢀࡉྜ⤫ࡀ

て「学ࡧに向か࠺力㸭ே㛫ᛶ➼」ࡀ⫱成ࢀࡉるࡇとࡀ㔜要࡛࠶るとࡋているࠋ本◊✲ࡣ、

その࡞࠺ࡼ理ᛕをᥖࡆた学習指導要領のᨵゞࡀ、和 33 ᖺ（1958 ᖺ）から࿌♧ࢀࡉてࡁ

た「学習指導要領 እᅜ語⛉」のṔྐの୰࡛の࡞࠺ࡼ意をᣢつかを考察2020、ࡋ ᖺか

ら行ࢀࡉていࡃ㝿に英語教ᖌࡀ対ᓖすࡁ課題を論考するࠋ 
 
2. 学⩦ᣦᑟせ㡿4ࠕࡿࡅ࠾ ᢏ⬟ࠖࡢṔྐⓗኚ㑄 

࡛ࡲࢀࡇ、にࡵࡌࡣ 7 ᅇにࢃたࡾ࿌♧ࢀࡉてࡁた学習指導要領の「⪺ࡇࡃと」「話すࡇ

と」「ㄞࡇࡴと」「᭩ࡇࡃと」とい4」࠺ ᢏ能」に関するグ㏙を考察する᭱ࠋ᪂の学習指導

要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）の 4 ᢏ能に関するᨵゞの㊃᪨を理ゎするたࡵに、ࡎࡲ、そࢀ

௨๓の学習指導要領の 4 ᢏ能に関するグ㏙をᴫ観するࠋ 
学習指導要領ࡣእᅜ語⛉の┠ᶆとࡋて、和 33 ᖺ（1958 ᖺ）からᨵゞの度に⧞ࡾ㏉ࡋ

4 ᢏ能を୪ิに୪、そࢀࡒࢀのᢏ能の⫱成をồࡵてࡁたࠋ≉に、「コミュニケーション」

とい࠺言ⴥࡵึࡀて使ࢀࢃた平成ඖᖺにࡣ「いࢀࡎかのάືに೫るࡇと࡞ࡀい࠺ࡼに」（ᩥ

㒊┬, 1989ab）と 4 ᢏ能をバランスࡃࡼ⫱成するࡇとࡀ明♧的に♧ࢀࡉたࠋそࡋて、その

ᚋのᨵゞ࡛ࡣ「コミュニケーション能力を⥲ྜ的に⫱成する」（ᩥ㒊┬, 1998）、「4 つの領

ᇦの言語άືを⥲ྜ的、᭷ᶵ的に関㐃ࡏࡉて」（ᩥ㒊┬, 1999）、「㸲ᢏ能の⥲ྜ的࡞指導を

㏻ࡋて、ࢀࡇらの㸲ᢏ能を⤫ྜ的にά用࡛ࡁるコミュニケーション能力を⫱成する」（ᩥ⛉

┬, 2008; 2009）、とい࠺ࡼ࠺に「⥲ྜ的」「᭷ᶵ的」「⤫ྜ的」とい࠺言ⴥࡀキーワードと

てࡋᨵၿと࡞ලయ的ࡀらのキーワードࢀたそࢀらࡆてᥖࡋᶆと┠、ࡋかࡋࠋたࢀࢃて使ࡋ

ᐇを⤖࠺ࡼࡪに、学習指導要領ࡀ「ලయ的࡞指㔪」を♧ࡋたࡇとࡣ一度࡞ࡶかࡗた4」ࠋ ᢏ

能」ࡣ「ศ」ࢀࡉ「ྛᢏ能」ࡈとに言語άືのෆᐜࡀᥦ♧4」ࢀࡉ ᢏ能の⥲ྜ的࡞⫱成

をᅗる言語άື」といࡋ❧⊃࡞࠺ࡼ࠺た㡯┠ࡀタけらࢀたࡇと࡞ࡣかࡗたࡇࠋのⅬについ

て、平成ඖᖺ（1989 ᖺ）に教⛉᭩調査ᐁをົࡵていた和⏣（2009）ࡣ、平成 21 ᖺの学習

指導要領（ᩥ⛉┬, 2009）についてḟの࡞࠺ࡼ意ぢを㏙ているࠋ 
 

㺀コミュニケーション英語、ࡤࢀ࠶ฟすの࡛ࡋい理ᛕをᙉ力にᢲࡋ᪂࠺㺀⥲ྜ㺁といࡋࡶ
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Ϩ㺁の言語άື4」ࡣ ᢏ能」ࡀ㺀⥲ྜ㺁ࢀࡉたάືࡀᥦ♧ࢀࡉる࠶࡛ࡁるࡀ、その࠺ࡼ

にࡗ࡞てい࡞いのࡣఱᨾ࡛࠺ࢁ࠶かࠋつࡾࡲ、㺀4 つの領ᇦの言語άືを᭷ᶵ的に関㐃

けつつ⥲ྜ的に指導する㺁ࡇとࡣ、学習指導要領にそのලయ的方法をồࡵるの࡛࡞ࡣ

いか࡞ࡋලయ化するかࡀ㺀⥲ྜ㺁ࠋる࠶ているの࡛ࢀらࡡ英語教ᖌの意ᕤኵにጤ、ࡃ

 ࠋ㔜いࡣ௵英語教ᖌの㈐、ࡾ࠶࡛➨英語教ᖌḟࡣ
（和⏣, 2009: 5） 

 
4」ࡣ࡛学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）、ࡋかࡋ ᢏ能の⥲ྜ」をලయ化するたࡵの

方⟇ࡀ࡛ࡲに࡞いかた࡛ࡕᙉࡃᡴࡕฟࢀࡉ、小学ᰯから㧗➼学ᰯ࡛ࡲのእᅜ語⛉の┠ᶆ

 ࠋたࢀࡉにタᐃ࠺ࡼḟのࡣ
 

እᅜ語にࡼるコミュニケーションにおけるぢ方・考࠼方をാかࡏ、እᅜ語にࡼる⪺ࡃ

言࡞けた⤫ྜ的ࡧ⤖らをࢀࡇࡧとの言語άືཬࡇࡃと、᭩ࡇと、話すࡇࡴと、ㄞࡇ

語άືを㏻ࡋて、情報ࡸ考࡞࠼を的☜に理ゎࡋたࡾ㐺ษに⾲⌧ࡋたࡾఏࡗྜ࠼たࡾ

するコミュニケーションをᅗる㈨㉁・能力をḟのとおࡾ⫱成するࡇとを┠指すࠋ 
（ᩥ⛉┬, 2017a: 67; 2017b: 10; 2018: 12） 

 
て「㸲ᢏ能を⤫ྜ的ࡋ༢に┠ᶆとࡀ学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2008; 2009）、ࡣの┠ᶆにࡇ

にά用࡛ࡁるコミュニケーション能力を⫱成する」とᥖࡆたのとࡾ࡞␗ࡣ、その┠ᶆを┠

指すにࡣ、⫱成すࡁ㈨㉁・能力࠶ࡀるࡇとࡀ㏙らࢀているࠋලయ的にࡣ「⫱成すࡁ

㈨㉁・能力の୕つのᰕ」をᥖࡆ、ḟの࡞࠺ࡼᅗ࡛説明するࠋ 
 

 
ᅗ 1: ⫱ᡂࡁࡍ㈨㉁࣭⬟ຊࡢࡘ୕ࡢᰕ㸦文⛉┬, 2017࣭2018㸧 

 
ᅗ 1 て「⫱成ࡌを㏻「⛉教」࡛ࡲ小学ᰯから㧗➼学ᰯࡀ（2018・2017）┬⛉ᩥ、ࡣ

すࡁ㈨㉁・能力の୕つのᰕ」とࡋてᥖࡆた理ᛕ࡛࠶るࠋእᅜ語⛉における「▱識・ᢏ能」



 
 学習指導要領の変遷からみた「言語能力観」の考察と課題 㻟 

とࡣ「እᅜ語の㡢ኌࡸ語ᙡ、⾲⌧、ᩥ法、言語のാࡁ」といࡗた「言語▱識」の理ゎとಶ

ูの「4 ᢏ能」を指すࠋそࡋて、4 ᢏ能ࢀࡉྜ⤫ࡀた言語άືを行࠺㝿の指㔪とࡋて、「▱

識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」の関係をḟの࠺ࡼにᤊ࠼るᚲ要࠶ࡀる、とࡋ

ているࠋ 
 

ඣ❺生ᚐの学ࡧの㐣⛬యを㏻ࡋて、▱識・ᢏ能ࡀ、ᐇ㝿のコミュニケーションにお

いてά用ࢀࡉ、ᛮ考・ุ᩿・⾲⌧するࡇとを⧞ࡾ㏉すࡇとを㏻ࡋて⋓ᚓࢀࡉ、学習ෆ

ᐜの理ゎࡲ῝ࡀる࡞、「▱識ཬࡧᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」の㈨㉁・能

力ࡀ┦に関係ྜࡋいࡀ࡞ら⫱成ࢀࡉるࡇとࡀᚲ要࡛࠶るࠋ 
（ᩥ⛉┬, 2018: 7） 

 
そ࡛ࡇ「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」ࡀ┦に関係ྜࡋいࡀ࡞ら 4 ᢏ

能を⤖ࡧけた言語άືࡀᐇ㊶ࢀࡉるたࡵに、学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡣ、「ࠝ ᛮ

考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼ （ࠞ2）情報をᩚ理ࡀ࡞ࡋら考࡞࠼をᙧ成ࡋ、英語࡛⾲⌧ࡋたࡾ、

ఏࡗྜ࠼たࡾするࡇとに関する㡯」とい࠺㡯┠を「⊂❧」ࡋてタけたࠋその「ᛮ考力・

ุ᩿力・⾲⌧力➼」とい࠺㡯┠にࡣ、ࡤ࠼、㧗➼学ᰯの学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2018）
ḟの、ࡣ࡛ 3 Ⅼࡀ指導㡯とࡋて♧ࢀࡉたࠋ 
 

ア 日ᖖ的࡞話題ࡸ♫会的࡞話題について、英語を⪺いたࡾㄞࡋࡾࡔࢇて、情報ࡸ考

⮬ศ⮬、ࡾた࠼を的☜にᤊ࡞ᡭの意ᅗࡁ᭩ࡸᡭࡋ要Ⅼ、ヲ⣽、話ࡸのᴫ要࡞࠼

㌟の考࠼をࡲとࡵたࡾするࡇとࠋ 
イ 日ᖖ的࡞話題ࡸ♫会的࡞話題について、英語を⪺いたࡾㄞࡋࡾࡔࢇてᚓらࢀた情 
報ࡸ考࡞࠼をά用ࡀ࡞ࡋら、話ࡋたࡾ᭩いたࡋࡾて情報ࡸ⮬ศ⮬㌟の考࡞࠼を㐺

ษに⾲⌧するࡇとࠋ 
᭩ࡾたࡋ英語࡛話、ࡋるෆᐜをᩚ理࠼話題について、ఏ࡞会的♫ࡸ話題࡞日ᖖ的 ࢘

いたࡋࡾて、要Ⅼࡸ意ᅗ࡞を明☜にࡀ࡞ࡋら、情報ࡸ⮬ศ⮬㌟の考࡞࠼をఏ࠼

 ࠋとࡇ࠺ྜ
（ᩥ⛉┬, 2018: 40-41） 

 
に࠺ࡼのࡇ 4 ᢏ能を⤖ࡧける観Ⅼから言語άືࡀ説明ࢀࡉたࡇとࡣ、እᅜ語⛉の学習

指導要領のṔྐの୰࡛ࡵࡌࡣてのࡇと࡛࠶るࡇࠋのࡇとࡣ、そࢀ௨๓の⣙ 60 ᖺ㛫、「4 ᢏ

能の⥲ྜ」とい࠺言ⴥࡀ༢にスロー࢞ン的に使ࢀࢃてࡁたࡇとを㋃࠼ࡲると、ᅇの学習

指導要領ᨵゞの࡞ࡁ≉ᚩとࡋてᣲࡆるࡇとࡁ࡛ࡀるࡇࠋの「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」

とい࠺㡯┠ࡣ、英語教ᖌࡀ 4 ᢏ能を⤖ࡧけた言語άືをイメージするୖ࡛ᙺに❧つࡋࠋ

かࡋ、その࡞࠺ࡼ言語άືを行࠺㝿に、「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」ࡀ

「いにの࠺ࡼに関㐃をࡶつか」について、学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡣ理

論的にලయ的に説明をࡋてい࡞いࠋ英語教ᖌࡣ、୧⪅の関㐃ᛶを理ゎࡋ、「▱識・ᢏ能」と

「ᛮ考力・ุ ᩿力・⾲⌧力➼」をの࠺ࡼに᭷ᶵ的に関㐃けて授業をࢨࢹイン࡛ࡁるか、
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そࢀࡒࢀの教ᐊ࡛ලయ的࡞方法を᥈✲ࡋていかࡃ࡞て࡞ࡣら࡞いࠋ 
そ࡛ࡇ、水野（2020）ࡣ、「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」の関㐃ᛶを

考察するに࠶たࡾ、応用言語学⪅の H. G. Widdowson  ;Widdowson, 1983）「Capacity」ࡀ
࠺とい（Widdowson, 1990; 2003; 2008; 2012; 2015; 2019）「Capability」ࡣたࡲ、（1984

言ⴥ࡛意する「ㄆ▱的⤫ྜ力」とい࠺ᴫᛕを㍈にᤣ࠼て、୧⪅ࡀ┦に関係࠺ྜࡋ英語

教⫱をᐇ㊶するたࡵの理論的ᯟ組みをᵓ⠏ࡋたࠋそࡋて、英語使用⪅ࡀලయ的ᩥ࡞⬦の୰

࡛「₯ᅾ的に᭷する言語▱識」を用ࡋ、ᵝ࡞ࠎ「ㄆ▱能力（推 、調ᩚ・ಟṇ、ゎ㔘、

┦ཧ↷、ၥ題ゎỴ➼）」を㥑使ࡋ意をࡀ࡞ࡾら「ࢹィスコース（一ᩥを㉸࠼た意的

つࡾࡀ࡞をᣢつࡲとࡾࡲの࠶る言語༢）」を生成するプロࢭス的࡞「ㄆ▱的⤫ྜ力」ࡀ、

㸲ᢏ能ての根ᗏにࡾ࠶、その࡞࠺ࡼ「ㄆ▱的⤫ྜ力」ࡀ「㸲ᢏ能を⤫ྜ的にά用࡛ࡁる

コミュニケーション能力を⫱成する」とい࠺とࡁの「コミュニケーション能力」ᴫᛕに࠶

たるࡇとを指ࡋたࠋそࡋて、その࡞࠺ࡼ「ㄆ▱的⤫ྜ力」を㇏かに⫱ࡇࡴとࡀ、学習指

導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀᥖࡆる「⫱成す୕ࡁつの㈨㉁・能力」ࡸ「య的・対

話的࡛῝い学ࡧ」を㇏かに⫱ࡇࡴとに┦⧅ࡀるࡇとを、Widdowson の「Capacity
（Capability）論」をⓎᒎࡏࡉ「Capacity  ࠋたࡋ説明ࡋてᅗᘧ化ࡋと「ࣝࢹࣔ
水野（2020）における「ㄆ▱的⤫ྜ力」とい࠺ᴫᛕを᰾にᤣ࠼た「▱識・ᢏ能」と「ᛮ

考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」の関係ᛶに関する論考を㋃࠼ࡲ、本◊✲ࡣ、୧⪅の関係をಁ㐍

するୖ࡛㘽をᥱる「▱識（語ᙡとᩥ法）」に対する学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）の

考࠼方ࡀ、ᚑ᮶と変ࢃらࡎ、「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」をಁ㐍࡞ࡋい言語能力観に❧ࡗ

ているࡇとを、ㄆ▱言語学の「使用ᇶ┙ࣔࣝࢹ（usage-based model）」と Widdowson の

「Capacity（Capability）論」の観Ⅼからᢈุ的に᳨ウࡋၥ題ᥦ㉳するࠋ 
 
3. 学⩦ᣦᑟせ㡿ࠕࡿࡅ࠾ゝ語ᮦᩱࠖࠕࡍ♧ࡀゝ語⬟ຊほࠖ 

3.1. ⏝ᇶ┙ࣔࡢࣝࢹほⅬࡓࡳࡽゝ語⬟ຊほ 

使用ᇶ┙ࣔࢹ （ࣝusage-based model）の生みのぶ࡛࠶るㄆ▱言語学⪅の Langacker 、ࡣ

言語を  “In CL (Cognitive Linguistics), a language is described as ‘a structured 
inventory of conventional linguistic units’ ”（Langacker, 1999: 98）とᐃ⩏する࡛ࡇࡇࠋ

い࠺「័習的࡞言語༢（conventional linguistic units）」と࠶、ࡣるሙ㠃・≧ἣ࡛ேࠎ

࡛（ࡋ言いᅇ）た言語༢ࡋと࡛♫会的に័習化ࡇ࠺使ࡋ㏉ࡾ⧞ࡀ  There’s“、ࡤ࠼ࠋる࠶
something I forgot to tell you.” ࡣ「言いᛀࢀていたࡲࡾ࠶ࡀす」といࡦ࠺とࡲとࡾࡲ

の័習的࡞言語༢とࡋてᤊ࠼らࢀる័ࠋ 習的࡞の使用ࡣ、Ⓨ話（utterances）の「័

習度」を㧗ࡵ意を㏻ࡸࡌすࡃするࡲࠋた、「ࡦとࡲとࡾࡲの意のሢ（༢）」とࡋて情

報ฎ理ࢀࡉるたࡵ、័習的࡞言語༢の使用ࡣ「ὶᬸ」࡞言語使用をᐇ⌧ࡋ、「⪅とのࡸ

言語༢のᶵ能࡞習的័࡞࠺ࡼのࡇࠋとをྍ能にするࡇ࠺行ࡃࡼ⋠をຠᯝ的にຠ「ࡾとࡾ

と使用、習ᚓについてࡣ、そのࡧ方ࡣᵝ࠶࡛ࠎるࡀ、➨ 1 言語習ᚓ、➨ 2 言語習ᚓ、応

用言語学のศ野࡛ྂࡃから◊✲ࢀࡉてࡁた（Ellis, Romer, O'Donnell & Schleppegrell, 
て、Langackerࡋそࠋ（2016 ₯らをࢀそ、ࡾ࠶に⭾ࡣ言語༢࡞ての័習的ࡋとࡣ

ᅾ的࡞言語▱識とࡋて「✚」するࡇとの㔜要ᛶをḟの࠺ࡼに㏙るࠋ 



 
 学習指導要領の変遷からみた「言語能力観」の考察と課題 㻡 

I can personally attest that, by thoroughly learning all the rules and vocabulary 
found in traditional textbooks and taught in traditional language classes, one does 
not come even close to being fluent in a language. To achieve fluency, one has to 
learn in addition a vast store of fixed expressions and normal ways of phrasing 
things in particular circumstances, out of all the ways the “rules” in principle 
permit. Only by controlling this immense inventory of conventional expressions 
and conventional modes of expression is it possible for speakers to put together a 
continuous flow of complex expressions in real time. … I have often said ― and I 
think fairly accurately ― that lexicon and grammar as traditionally conceived 
and taught constitute only around 1% of the linguistic knowledge required for 
fluent speech, yet this 1% attracts around 99% of the effort and attention of 
linguists. 

（Langacker, 2001: 4-5） 
 
࡛ࡇࡇ Langacker の༢ࠎと「ಶ「法つ๎ᩥ࡞ᢳ㇟的」たࡁてࢀら࠼ᚑ᮶、学ᰯ࡛教、ࡣ

語」を完⎍に習ᚓࡋたとࡋてࡶ、そࢀらࡣ英語をὶᬸに話ࡏるたࡵにᚲ要࡞言語▱識の「1
にᚲ要ࡵた「るࡏ話ࡀ英語」てࡋそࠋるいと㏙࡞ていࡋバー࢝かࡋらいࡄ「ントࢭーࣃ

を「グ᠈」「（言語༢࡞習的័）ࡋ言いᅇ࡞㔞の័習的࡞⭾」、ࡣ言語▱識の「99%」࡞

 ࠋていると指するࡗにかか「る能力ࢀ᧯」らをࢀそࡋ
 
3.2. 学⩦ᣦᑟせ㡿ࠕࡿࡅ࠾㐃語ࠖࡢࠖ⌧⾲⏝័ࠕṔྐⓗኚ㑄 

学習指導要領ࡣ、Langacker い言語▱識の࡞ࡏにḞかࡵた「るࡏ話ࡀ英語」指するࡀ

「99%」を༨ࡵる「័習的࡞言語༢（学習指導要領࡛ࡣ「㐃語」「័用⾲⌧」と⾲⌧ࢀࡉ

る）」の習ᚓをの࠺ࡼにᤊ࠼てࡁた࠺ࢁࡔかࠋ和 33 ᖺ（1958 ᖺ）から㐣ཤ 7 ᅇにࢃ

たる୰学ᰯと㧗➼学ᰯの学習指導要領の「㐃語」「័用⾲⌧」に関するᤊ࠼方を、௨ୗ、

⣔ิ࡛ᴫ観するࠋ 
 
3.2.1. ୰学ᰯ学⩦ᣦᑟせ㡿ࠕࡿࡅ࠾㐃語ࠖࡢࠖ⌧⾲⏝័ࠕゎㄝ 

和 33 ᖺ（1958 ᖺ）と和 44 ᖺ（1969 ᖺ）ࡌྠࡰ、ࡣෆᐜ࡛「㐃語についてࡣ、

ู⾲ 2 に♧ࡋたࡶののࡕ࠺から㑅ᢥࡋたࡶのをྵࡵる」と᭩かࢀているࠋ௨ୗ、ู⾲ 2 の

リストを♧すࠋ 
 

ู⾲ 2 ḟの㐃語ࡣ➨ 1 学ᖺ、➨ 2 学ᖺおࡧࡼ➨ 3 学ᖺのࡕ࠺いࢀࡎかの学ᖺにおい

て指導するࠋa few, a great many, a little, a lot of, a pair of, a piece of, as㹼as, as 㹼 
as 㹼 can, as soon as, be able to, be afraid of, be fond of, both 㹼 and, each other, 
either 㹼 of, had better, have to, in front of, lots of, not only 㹼 but (also), of 
course, one another, out of, plenty of, so 㹼 that, too 㹼 toࠝഛ考࡛ࠞࡁるࡔけᇶ本

的࡞㐃語から指導するࠋ 



 
㻢 水 野 邦太郎 

和 52 ᖺ（1977 ᖺ）௨㝆のᨵゞ࡛ࡣ、ୖグの「ู⾲ 2」の࡞࠺ࡼලయ的࡞リストࡀ♧

和ࠋる࡞ࡃ࡞ࢀࡉ 52 ᖺ（1977 ᖺ）と平成ඖᖺ（1989 ᖺ）ࡣ「㐃語のࡕ࠺ᇶ本的ࡶ࡞

の」とࡔけ᭩かࢀているࠋ 
平成 10 ᖺ（1998 ᖺ）ࡣ、๓ᨵゞの「㐃語のࡕ࠺ᇶ本的ࡶ࡞の」とい࠺説明にຍ࠼「័

用⾲⌧のࡕ࠺、excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome, for example ࡞

ᇶ本的ࡶ࡞の」とい࠺説明ࡀ㏣ຍࢀࡉるࠋ 
平成 20 ᖺ（2008 ᖺ）のᨵゞ࡛ࡣ「࠙ እᅜ語⦅ 英語⦅ࠚ୰学学習指導要領ゎ説」ࡀ࿌♧

 ,┬⛉ᩥ）「のࡶた意を⾲すࡗࡲとࡲる࠶、いてࡧ⤖ࡀつ௨ୖの語」ࡣ㐃語と、ࢀࡉ
2008: 41）とึࡵて明♧的に説明ࢀࡉࡀたࠋ㐃語のとࡋて「in front of, a lot of, get up, 
look for, out of, next to」ࡆ࠶ࡀらࢀ、「ࡃࡼ用いらࢀるࡶのを取ࡆୖࡾる」とࡋているࠋ

័用⾲⌧についてࡣ、とࡋて「excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome, 
for example, Just a minute, I have no idea, No problem」ࡆ࠶ࡀらࢀ、ḟの࠺ࡼに説明ࡀ

 ࠋているࢀࡉ
 

コミュニケーション能力を⫱成するたࡵにࡣ、日ᖖ生ά࡛ࡃࡼ用いらࢀるᵝ័࡞ࠎ用

⾲⌧を㌟にけࡏࡉるࡇとࡶ㔜要࡛࠶るࢀࡇࠋらの័用⾲⌧をሙ㠃に応ࡌて使用する

 ࠋる࡞能とྍࡀࡧ言ⴥ㐠࡞ࢬて、スムーࡗࡼとにࡇ
（ᩥ⛉┬, 2008: 41-42） 

 
ୖグの「័用⾲⌧をሙ㠃に応ࡌて使用する」とࡣලయ的にの࡞࠺ࡼሙ㠃か、「言語の使

用ሙ㠃の」とい࠺㡯┠の୰࡛（ᩥ⛉┬, 2008: 25-28）、「a ≉᭷の⾲⌧ࡃࡼࡀ使ࢀࢃるሙ

㠃（࠶いࡉつ、⮬ᕫ⤂、㟁話࡛の応⟅、㈙い≀、㐨ෆ、᪑行、㣗࡞）」「b 生ᚐ

の㌟㏆࡞ᬽらࡋにかかࢃるሙ㠃（ᐙᗞ࡛の生ά、学ᰯ࡛の学習ࡸάື、ᆅᇦの行）」࠶ࡀ

ࡀのሙ㠃࡛の័用⾲⌧のࢀࡒࢀて、そࡋそࠋているࢀらࡆ 2 つか 3 つ♧ࢀࡉているࡉࠋ

らに「言語のാࡁの」とい࠺㡯┠を❧てて（ᩥ⛉┬, 2008: 28-33）、「コミュニケーショ

ンをにする」「Ẽᣢࡕをఏ࠼る」「情報をఏ࠼る」「考ࡸ࠼意ᅗをఏ࠼る」ཬࡧ「┦ᡭの

行ືをಁす」のつのそࢀࡒࢀの言語のാࡁに対ࡋて 2 つか 3 つ័用⾲⌧のලయࡉ♧ࡀ

 ࠋているࢀ
平成 29 ᖺ（2017 ᖺ）ࡣ「㐃語のࡕ࠺、ά用頻度の㧗いࡶの」「័用⾲⌧のࡕ࠺、ά用

頻度の㧗いࡶの」とࡋ、そࢀࡒࢀのゎ説のෆᐜࡣ、平成 20 ᖺ（2008 ᖺ）と࠶࡛ࡌྠࡰ

るࡀ、ḟの 2 Ⅼにおいて、そࢀ௨๓に࡞ࡣい観Ⅼࡀ᭩かࢀている（ᩥ⛉┬, 2017: 35-36）ࠋ
1 つࡣ「つの領ᇦ（話すࡇと㹙ࡾࡸ取ࡾ㹛、話すࡇと㹙Ⓨ⾲㹛、⪺ࡇࡃと、ㄞࡇࡴと、᭩

࠺ࡶࠋているࡋる」とࡆୖࡾのを取ࡶるࢀࡉと）の┠ᶆを㐩成するのにᚲ要とࡇࡃ 1 つࡣ

「get up, look at」࡞の㐃語ࡸ「excuse me, I see, I’m sorry, thank you, you’re welcome」
習⇍をࡋらをά用ࢀそࡣとから、୰学においてࡇているࢀࡉ♧࡛⛉小学ᰯのእᅜ語ࡣ࡞

ᅗࡲ、ࡾた、「first of all, on the other hand」࡞┦ᡭに⮬ศの考࠼を論理的にศかࡸࡾ

すࡃఏ࠼る㝿に័用⾲⌧を㐺ษに使࠼る࠺ࡼ指導する、とࡋているࠋ 
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3.2.2. 㧗➼学ᰯ学⩦ᣦᑟせ㡿ࠕࡿࡅ࠾㐃語ࠖࡢࠖ⌧⾲⏝័ࠕゎㄝ 

和 35 ᖺ（1960 ᖺ）の「英語 A」࡛ࡣ「㐃語ࡣ、ᇶ本的ࡶ࡞のとࡋ、その୰に୰学ᰯ

学習指導要領、➨ 2 ❶、➨ 9 ⠇、➨ 2 のู⾲ 2 に♧ࡋた 25 㐃語をྵࡵるࡶのとする」、「英

語 B」にࡣ「㐃語័ࡸ用ྃࡣ、㐠用度の㧗いࡶのとする」と᭩かࢀているࠋ 
和 45 ᖺ（1970 ᖺ）の「英語 A」「英語 B」࡛ࡣ、とࡶに「୰学ᰯ学習指導要領、➨ 2

❶、➨ 9 ⠇、➨ 2、英語のู⾲ 2 に♧す 25 㐃語௨እの、㐠用度の㧗いࡶのとする」と᭩

かࢀているࠋ 
和 53 ᖺ（1978 ᖺ）の「英語Ϩ」「英語ϩ」、平成ඖᖺ（1989 ᖺ）の「英語Ϩ」「英語

ϩ」、平成 11 ᖺ（1999 ᖺ）の「英語Ϩ」「英語ϩ」において、「㐃語ࡣ、ᇶ本的ࡶ࡞のと

する」ࡲたࡣ「㐃語ࡣ、ᇶ本的ࡶ࡞のを㑅ᢥࡋて指導する」とࡔけ᭩かࢀているࠋ 
平成 21 ᖺ（2009 ᖺ）のᨵゞ࡛ࡣ「࠙ እᅜ語⦅ 英語⦅ࠚ㧗➼学ᰯ 学習指導要領ゎ説」

平成、ࡣその「英語に関するྛ⛉┠にඹ㏻するෆᐜ➼」にࠋたࢀࡉ♧࿌ࡀ 20 ᖺ（2008 ᖺ）

の「࠙ እᅜ語⦅ 英語⦅ࠚ୰学学習指導要領ゎ説」࡛説明ࢀࡉた「㐃語」と「័用⾲⌧」に

関するෆᐜとࡌྠࡰෆᐜࡀ᭩かࢀているࠋ 
平成 30 ᖺ（2018 ᖺ）のᨵゞ࡛ࡣ「࠙ እᅜ語⦅ 英語⦅ࠚ㧗➼学ᰯ学習指導要領ゎ説」ࡀ

࿌♧ࢀࡉたࠋその୰࡛「㐃語」についてࡣ、๓ᅇの平成 21 ᖺ（2009 ᖺ）とࡌྠࡰෆᐜ

ᩥ）「⌧⾲る≉ᐃのሙ㠃࡛用いるᐃ型࠶」ࡣ一方、「័用⾲⌧」についてࠋているࢀࡉグ㍕ࡀ

⛉┬, 2018: 34）とᐃ⩏ࡋ、័ 用⾲⌧の学習と使用の㔜要ᛶについて、ḟの 2 Ⅼにおいて、

そࢀ௨๓に࡞ࡣい観Ⅼࡀ᭩かࢀている（ᩥ⛉┬, 2018: 34-35）ࠋ㸯つࡣ、小学ᰯཬࡧ୰学ᰯ

࡛学ࡶࡔࢇのをά用ࡋᐃ╔をᅗるととࡶに、ࡉらに㧗➼学ᰯ࡛ࡣ言語άືの୰࡛「in 
addition，in my opinion，as a result」࡞をά用࡛ࡁる࠺ࡼ指導するࡇとࡀ㔜要࡛࠶る、

とࡋている࠺ࡶࠋ㸯つࡣ、つの領ᇦูの┠ᶆを㐩成するのにᚲ要とࢀࡉるࡶのを取ୖࡾ

 ࠋているࡋる、とᙉ調࠶㔜要࡛ࡀとࡇるࡆ
 
 学⩦ᣦᑟせ㡿ࡓࡁ࡚ࡋ㍍どࢆᚓ⩦ࡢࠖ⌧⾲⏝័ࠕ㐃語ࠖࠕ.3.2.3

௨ୖ、୰学ᰯと㧗➼学ᰯの学習指導要領の「㐃語」「័用⾲⌧」のグ㏙に関するṔྐ的変

遷をぢてࡁたࡇࡇࠋからḟのࡇとࢃࡀかるࠋ 
和、ࡎࡲ 33 ᖺ（1958 ᖺ）、和 44 ᖺ（1969 ᖺ）の୰学ᰯ学習指導要領（ᩥ㒊┬, 1958; 

1969）の「ู⾲ 2」の㐃語のリストと、そのᚋのᨵゞ∧࡛㐃語のとࡋてᣲࡆらࢀている

から、学習指導要領ࡀᛕ㢌に⨨いている㐃語の≉ᚩࢃࡀかるࠋリストの୰に、㐃語の

「代⾲᱁」とࡶ言࠼る「ື詞」+「名詞」、「ᙧᐜ詞」+「名詞」ࡀ 1 つࢀࡲྵࡶてい࡞いࠋ

「名詞」ࡣ、コミュニケーションのෆᐜをᨭ࠼る「ෆᐜ語」とࡋて㔜要࡞ᙺをするࠋ名

詞と័習的に⤖ྜする「ື詞」ࡸ「ᙧᐜ詞」を▱ら࡞いと、その言語を「使࠼る」࠺ࡼに

コ」、ࡣとࡇる࠶英語に「⭾」にࡀ「言語༢࡞習的័」たࡋを㍈に「名詞」ࠋい࡞ら࡞

ロケーション㎡」をぢࡤࢀ明らか࡛࠶るࠋその「英語ࡀ使࠼る」たࡵにᚲ㡲の「ື詞」

+「名詞」、「ᙧᐜ詞」+「名詞」の⭾࡞を、₯ᅾ的࡞言語▱識とࡋて「グ᠈」ࡋ使用

するࡇとの㔜要ᛶ60、ࡀ ᖺ㛫、学習指導要領にḞⴠࡋてࡁたと言ࡇ࠺とࡁ࡛ࡀるࠋ 
ḟに、࡛ࡲࢀࡇの 7 ᅇにࢃたる学習指導要領ᨵゞのṔྐの୰࡛、㐃語័ࡸ用⾲⌧の学習
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と使用の㔜要ᛶࡀ明♧的に説明ࢀࡉる࠺ࡼにࡗ࡞たのࡣ、᭱ᚋの 2 ᅇ࡛࠶るࠋ学習指導要

領ࡣ、⣙ 50 ᖺ㏆ࡃ「㐃語のᐃ⩏」ࡸ言語使用における「័用⾲⌧のᙺ」について説明

をするࡇとࡃ࡞、㐃語ࡣ「㘓」の࠺ࡼにᤊ࠼らࢀ、「㐃語ࡣ、ᇶ本的ࡶ࡞の・㐠用度の㧗

いࡶの」とい࠺説明を一行つけてࡇと㊊ࡾࢀとࡋてࡁたࠋそࢀに対ࡋて、「ᩥ型・ᩥᵓ㐀・

ᩥ法㡯┠」に対ࡋてࡣ、和 33 ᖺ（1958 ᖺ）から࣌ージをࡁ、ලయ的に学習㡯┠ࡀᣲ

言࡞にᚲ要ࡵるた࡞に࠺ࡼるࡏからみると、話ࣝࢹࣔ┙とを使用ᇶࡇのࡇࠋたࡁてࢀらࡆ

語▱識の「99%」を༨ࡵる「័習的࡞言語༢」の習ᚓࡀ、日本の英語教⫱の࢝リキュラ

ムの「୰᰾」に⨨࡙けらࢀて࡞ࡇかࡗたと言ࡇ࠺とࡁ࡛ࡀるࠋそࡋて、言語使用にᚲ要

つ」࡞࠺ࡼそのࠋる࠼たといࡁてࡋを㔜ど「法つ๎ᩥ࡞ᢳ㇟的」い࡞ࡵか༨ࡋ「1%」࡞

๎౫Ꮡ型」のトップダ࢘ン的࡞言語能力観ࡀ、和 33 ᖺ（1958 ᖺ）から平成 30 ᖺ（2018
ᖺ）に⮳る学習指導要領の୰に一㈏ࡋてὶࢀているࡇとを、ḟ⠇࡛ලయ的にぢていࠋࡃ 

 
 ᚲせᛶࡢ༷⬺ࡢࡽㄗㅸࠖࡢトࢫࣜ規๎ࠕ .3.3

୰学ᰯ・㧗➼学ᰯの学習指導要領ࡣ、和 33 ᖺ（1958 ᖺ）から平成 30 ᖺ（2018 ᖺ）

に⮳る࡛ࡲ、「ᢳ㇟的࡞つ๎」を⣽かにලయ的にิᣲࡋてࡁたࠋࡤ࠼、学習指導要領（ᩥ

⛉┬, 2018）にࡣ、ḟの࡞࠺ࡼ語㡰に関するᢳ㇟的࡞つ๎ྜࡀィ࡛ 23 ಶᣲࡆらࢀているࠋ 
 

㹟 㹙語㸩ື詞㸩⿵語㹛のࡕ࠺ 
（a）語㸩 be ື詞௨እのື詞㸩ศ詞 

㹠 㹙語㸩ື詞㸩┠的語㹛のࡕ࠺ 
（a）語㸩ື詞㸩 if ࡛ጞࡲる⠇ 

㹡 㹙語㸩ື詞㸩㛫᥋┠的語㸩┤᥋┠的語㹛のࡕ࠺ 
（a）語㸩ື詞㸩㛫᥋┠的語㸩 if ࡛ጞࡲる⠇ 

㹢 㹙語㸩ື詞㸩┠的語㸩⿵語㹛のࡕ࠺ 
（a）語㸩ື詞㸩┠的語㸩ศ詞 

㹣 その 
（a）語㸩 seem ࡞㸩 to ᐃ詞 
（b）It 㸩 seem ࡞㸩 that ࡛ጞࡲる⠇ 

（ᩥ⛉┬, 2018: 35-36） 
 
一方、「༢語」についてࡣ、平成ඖᖺ（1989 ᖺ）の୰学ᰯの学習指導要領を᭱ᚋに、そ

その༢」、ࡶࡁていたとࢀࡉ♧ࡀ༢語リストࠋたࡗ࡞ࡃ࡞ࢀࡉ♧ࡣリスト࡞ලయ的ࡣ௨㝆ࢀ

語リストࡐ࡞ࡀ୰学ᰯ࡛ᚲ㡲࡞のか」「ྛ༢語のの࡞࠺ࡼ意ࡸ使い方ࡀ学ࡪに್するࡇ

とか」について、説明ࡀグࢀࡉたࡇと࡞ࡣかࡗたࠋ㧗➼学ᰯの学習指導要領においてࡣ、

のࡇ 60 ᖺ㛫、学習するලయ的࡞༢語リストࢀࡉ♧ࡀたࡇとࡣ一度ࡃ࡞ࡶ、「༢語ᩘ」ࡔけ

 ࠋたࡁてࢀࡉ♧༢にࡀ
を「「型・ᩥᵓ㐀ᩥ」ࡀの学習に対する㍍どから、学習指導要領「༢語」࡞࠺ࡼのࡇ

ᙺ」とࡋてᤊ࠼、「༢語」を「エキストラ」の࠺ࡼにᤊ࠼てࡁたࡇと࠺ࡀか࠼ࡀるࠋ言す
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ฟ᮶ୖࡀてᩥࡋとつ代ධࡦとつࡦそのつ๎に༢語を」、ࡾ࠶ࡎࡲࡀ「つ๎࡞ᢳ㇟的」、ࡤࢀ

、ࡣⓎの背ᚋに࡞࠺ࡼそのࠋるࢀみてとࡀⓎ࡞ン的࢘る「つ๎౫Ꮡ型」のトップダࡀ

ḟの࡞࠺ࡼ「㑏ඖ⩏」の考࠼方࠶ࡀるࠋ⭾័࡞習的࡞言語༢を習ᚓするにࡣ「グ᠈」

とい࠺ㄆ▱能力ࡀ㔜要࡞ᙺをᯝたすࠋ「ぬ࠼る」とい࠺ㄆ▱的㈇ᢸを学習⪅にかけるࡾࡼ

て、ྛᵓ成要⣲に࠼つ๎をぬ࡞ᢳ㇟的࠺とい「語㸩 be ື詞௨እのື詞㸩ᙧᐜ詞」、ࡣ

༢語を代ධするࡀ࠺「ྜ理的」かつ「⤒῭的」࡛ᬯグの㈇ᢸを㍍ῶ࡛ࡁるࠋその࡞࠺ࡼ

生成ᩥ法的࡞言語能力観ࡀ、学習指導要領の「༢語」「ᩥ型・ᩥᵓ㐀」に㈏かࢀてࡁたとᛮ

 ࠋるࢀࢃ
使用ᇶ、ࡣ言語観࠺とい「㸻 ᩥ型・ᩥᵓ㐀 㸩 ༢語（リスト） ᩥ」࡞࠺ࡼその、ࡋかࡋ

、ࢀࡤと（Langacker, 1987）「つ๎とリストのㄗㅸ（rule/list fallacy）」ࡣ࡛ࣝࢹࣔ┙

言語使用のᐇ┦をᫎ࡞ࡋい言語観࡛࠶るとᤊ࠼るࠋ使用ᇶ┙ࣔࡣࣝࢹ「非㑏ඖ⩏」࡛

言語使用においてと、ࡕࢃ࡞すࠋる࠼スをᤊࢭトムアップ的に言語使用と習ᚓのプロ࣎

3.1、ࡣ言語▱識ࡃてാࡋ ࡛ᘬ用ࡋた Langacker（2001）ࡀ㏙ている࠺ࡼに、༢語とᩥ

法ࡀ「㐃⥆య」を成ࡋた័習的࡞言語༢࡛࠶るとᤊ࠼るࠋそࡋて、“There’s something I 
forgot to tell you.” をにとると、ࡇのから “There’s something I forgot to X.” ࡸ 
“There’s something S + V” の࡞࠺ࡼ「ලయᛶの度ྜい」࡞␗ࡀる「スキーマ（⾲⌧の型）」

 + S ࡸ X ࡞能ྍ࠼᭰ࢀスキーマと、ධ࡞ࠎᵝࡀලయᛶの度ྜい࡞࠺ࡼそのࠋるࢀࡉᢳฟࡀ
V に㧗頻度࡛使ࢀࢃるලయ的࡞ࡀ、㝵ᒙᵓ㐀を成ࡋてネットワークをᵓ⠏ࡋているの

ᣲิࡀ学習指導要領、ࡤࢀ言すࠋる࠼ᤊࡣࣝࢹࣔ┙ると使用ᇶ࠶の言語▱識࡛ࡕた⚾ࡀ

するᢳ㇟的࡞「ᩥ型・ᩥᵓ㐀」に㑏ඖ࡞ࢀࡉい「すࡄに取ࡾฟࡏて用ࡸࡋすい」言語▱

識ࡀ言語使用のᙺ࡛࠶ると使用ᇶ┙ࣔࡣࣝࢹᤊ࠼るࠋ 
࠼の観Ⅼから言語能力をᤊ「言語使用」ࡌの言語能力観とྠࣝࢹࣔ┙使用ᇶ࡞࠺ࡼのࡇ

る Widdowson  ࠋるに㏙࠺ࡼ法▱識のᙺをḟのᩥ、ࡣ
 

It may be that the executive use of language involves the selection from store of 
some pre-assembled unit which is then adjusted by contingent reference to rule to 
fit particular contexts. 

（Widdowson, 1989: 135） 
 
࡛ࡇࡇ Widdowson ࠶」るࢀࡉฟࡁてグ᠈からᘬࡌに応⬦ᩥ、ࡣ言語使用の「ᙺ」、ࡣ

らかࡵࡌ組み❧てらࢀた言語༢（pre-assembled unit）」࡛࠶る、と㏙るࠋWiddowson
のい࠺ pre-assembled unit ࠺い࡛ࣝࢹࣔ┙使用ᇶ、ࡣ conventional linguistic units たࡲ

ࡣ conventional expressions に┦ᙜするࠋそࡋて、言語使用⪅ࡀ㑅ᢥࡋた័習的࡞言語༢

ࡸスキーマを、その≉ᐃのᩥ⬦にྜ࠺ࡼ࠺「調 （ᩚadjust）」する㝿に用する▱識ࡀ「ᩥ

法」࡛࠶るࡇࠋのᩥ࡞࠺ࡼ法観を、Widdowson  の言い方࡛ “rules are not generativeูࡣ
but regulative and subservient”（Widdowson, 1989: 135）と㏙るࠋすࡕࢃ࡞、ᩥ法つ

๎とᩥࡣを生成するつ๎とࡋてാࡃの࡛ࡃ࡞ࡣ、「⬥ᙺ（subservient）」とࡋてാࡁ、意

をるたࡵのメインの⣲ᮦと࡞る័習的࡞言語༢ࡸスキーマをいに⤖ࡧつけ意ࡀ㏻
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て、Widdowsonࡋそࠋる࠶法▱識࡛ᩥࡀするの「ྜ⤫」ࡋに「ᩚᗎ（regulative）」࠺ࡼるࡌ
 ࠋるに㏙࠺ࡼとを、ḟのࡇるࡀ࡞言語使用の「㐀ᛶ」につࡀ法▱識ᩥ࡞࠺ࡼそのࡣ
 

But the situations of language use which simply call for the automatic application 
of formulae and the submissive conformity to established rules are relatively rare... 
effective language use requires the creative exploitation of the meaning potential 
inherent in language rules ― requires, in other words, what I have called 
communicative capacity. It is this ability which enables the language user to 
negotiate the gap between formula and the problem and which has to be provided 
for in the formulation of pedagogic objectives. 

（Widdowson, 1989: 135） 
 

࡛ࡇࡇ Widdowson ࠺言ࡀ formulae スࡸ言語༢࡞における័習的ࣝࢹࣔ┙使用ᇶ、ࡣ

キーマに┦ᙜするࠋそࡋて、⌧ᐇの言語使用࡛ࡣ、័習的࡞言語༢ࡸスキーマをそのࡲ

ࢀࡲࡣとࡇるࡁ࡛ࡀࡾとࡾࡸ࡞け࡛、♫会的ࡔ࠺᪤Ꮡの័習にᚑࡋのᙧ࡛⮬ື的に㐺用ࡲ

ࡸ言語༢࡞の័習的ࡕにおいて、ᡭᣢ⬦ᩥ࡞ලయ的ࡣ⪅て、言語使用ࡗࡀたࡋࠋる࠶࡛

スキーマ➼を㐺用ࡋて対応࡛ࡁる㒊ศと࡛࡞ࡁい㒊ศ（problem）をぢᴟࡵ、その「ᕪ」

にᩥ⬦に༶ࡋてᰂ㌾に対応するࡇとࡀồࡵらࢀるࠋすࡕࢃ࡞、言語使用⪅័ࡣ習的࡞言語

༢ࡸスキーマを⣲ᮦにࡋて、「ᩥ法」にෆᅾ（inherent）する意のྍ能ᛶ（meaning 
potential）を㐀的に᭷ຠά用（creative exploitation）ࡀ࡞ࡋら言いたいࡇと（᪂ࡋい

意）をฟするࡇとࡀồࡵらࢀるࠋその࡞࠺ࡼ㐀的࡛プロࢭス的࡞「ㄆ▱的⤫ྜ力

（communicative capacity）」を⫱࡛ࢇいࡇࡃとࡀ学ᰯ教⫱のᙺ࡛࠶る、と Widdowson
ースを用ࢯᛮ考ᵝᘧ・⾲⌧ᵝᘧにᣮみ㐀的に言語リ࡞習的័、࡞࠺ࡼのࡇࠋる㏙ࡣ

そ、᪂学習指導要領ࡇの⫱成「ㄆ▱的⤫ྜ力」࡞ス的ࢭていけるプロࡋฟࡾて意をࡋ

⫱指す「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」の୧⪅の関係ᛶをಁ㐍する教┠ࡀ

と㌶を一にするࡶの࡛࠶ると言࠼るࠋ 
 
ࡴ㜼ࢆᡂ⫱ࡢ㈨㉁࣭⬟ຊࠖࡢࡘ୕ࠕ .4 CEFR 英語目ᶆࡓࡋ↷ཧࢆ 4 ᢏ⬟Ẹ㛫ヨ㦂 

学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡣ、「▱識・ᢏ能」と「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」

を一య化ࡏࡉた 4 ᢏ能⤫ྜ型の言語άືを推㐍するととࡶに、ᅇのእᅜ語⛉の┠ᶆのᨵ

ၿをḟの࠺ࡼに説明するࠋ 
 

「▱識ཬࡧᢏ能」と「ᛮ考力、ุ᩿力、⾲⌧力➼」を一య的に⫱成するととࡶに、そ

の㐣⛬を㏻ࡋて、「学ࡧに向か࠺力㸭ே㛫ᛶ➼」に♧す㈨㉁・能力を⫱成ࡋ、小・୰・

㧗➼学ᰯ࡛一㈏ࡋた┠ᶆをᐇ⌧するたࡵ、そࡇに⮳るẁ㝵を♧すࡶのとࡋてᅜ㝿的࡞

ᇶ‽࡛࠶る CEFR をཧ考に、「⪺ࡇࡃと」、「ㄞࡇࡴと」、「話すࡇと㹙ࡾࡸ取ࡾ㹛」、「話

すࡇと㹙Ⓨ⾲㹛」、「᭩ࡇࡃと」のつの領ᇦ࡛英語の┠ᶆをタᐃࡋているࠋその┠ᶆを

ᐇ⌧するたࡵに行࠺ᚋ㏙の言語άືについてࡶ、CEFR をཧ↷ࡀ࡞ࡋらそのෆᐜをタ
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ᐃࡋているࠋ 
（ᩥ⛉┬, 2017: 7-8） 

 
一యとࡀと「ᛮ考力・ุ᩿力・⾲⌧力➼」「識・ᢏ能▱」ࡣ┬⛉ᩥ、のᨵၿⅬの୰࡛ࡇ

て、ᅗࡋた言語άືを㏻ࡗ࡞ 1 ࡛ࡀとࡇを⫱成する「➼力㸭ே㛫ᛶ࠺に向かࡧ学」す♧ࡀ

CEFR、ࡀとࡇを⫱成する「➼力㸭ே㛫ᛶ࠺に向かࡧ学」その、ࡋかࡋࠋているࡋるとࡁ
（Council of Europe, 2001）をཧ↷する᪂学習指導要領の┠ᶆタᐃࡸ CEFR の┠ᶆタᐃに

ᇶ࡙ࡃ英語 4 ᢏ能Ẹ㛫試㦂にࡾࡼ、に⫱成ࢀࡉていか࡞いࡇとを Widdowson の

「Capacity（Capability）論」の観Ⅼからၥ題ᥦ㉳するࠋ 
ୖグのᩥ⛉┬（2017）の「እᅜ語⛉の┠ᶆのᨵၿ」にᥖࡆらࢀている「ᅜ㝿的࡞ᇶ‽࡛

る࠶ CEFR をཧ考に」とࡣ、「እᅜ語の学習・教授・ホ౯のたࡵのࣚーロッࣃ言語ඹ㏻ཧ

↷ᯟ」（ྜྷᓥ・ᶫ（）（ヂ・⦅），2004）のࡇとを指す（ᩥ⛉┬, 2017: 7）ࠋそࡋて、「୰

学ᰯ࡛ࡣ A1、㧗➼学ᰯ࡛ࡣ A2 から B2 レࣝ࣋௨ୖを┠指す」（㔠Ꮚ, 2017: 17）と説明ࡉ

そのࠋているࢀ B2 レࣝ࣋にࡣ「ẕ語話⪅とࡾࡸ取ࡁ࡛ࡀࡾるࡃらいὶᬸかつ⮬↛࡛࠶る」

（ྜྷᓥ・ᶫ（）（ヂ・⦅），2004: 25）と᭩かࢀているࡋࠋたࡗࡀて、A1 Ѝ A2 Ѝ B1 
Ѝ B2 と「英語ẕ語話⪅」の࠺ࡼに英語を使用するࡇとࡁ࡛ࡀるとい࠺┠ᶆに向かࡗて、

教ᖌࡣ英語を教࠼、生ᚐࡣ英語を学習するᅗᘧࢀࡉ♧ࡀているࠋそࡋて、英語ẕ語話⪅の

言語能力を㡬Ⅼ（C2 レࣝ࣋）にᤣ࠼、教ᖌࡣ生ᚐの英語力を「㡬Ⅼにࡃࢀらい㏆࡙い

たか」とい࠺観Ⅼからศᯒࡋグ㏙ࡋホ౯するࡇとに࡞るࡇࠋの࡞࠺ࡼ、CEFR をཧ↷ࡋた

「英語 4 ᢏ能Ẹ㛫試㦂」にࡗࡼて生ᚐをレࡈࣝ࣋とにศ㢮するࡇとࡣ、「学ࡧに向か࠺力

㸭ே㛫ᛶ➼」を⫱成するࡇととࡣ⭡に、「ຎࡗた、完࡛、Ḟ㝗の࠶る英語ẕ語話⪅」

（ᮧ➃・ᮧ➃, 2016: viii）とい࠺ຎ➼意識を生ᚐに᳜࠼ける࡞ࡁཎᅉと࡞るࠋ 
ࢀそ、ࡋ᭷する英語使用能力（competence）を「ᇶ‽」にࡀ⪅英語ẕ語話、࡞࠺ࡼのࡇ

と↷らࡏࢃྜࡋて学習⪅ࡀࡾฟす英語⾲⌧ࡸ英語使用能力を「ศᯒ・グ㏙・ホ౯」する

て、Widdowsonࡋとに対ࡇ  ࠋるに㏙࠺ࡼの観Ⅼからḟの「Capacity（Capability）論」ࡣ
 

The aim of language teaching has generally been understood as the gradual 
consolidation of competence in the learner’s mind. Correction is crucial to this 
operation since competence in a language means conformity to rule. Any 
expression that does not conform is by definition ill-formed and a sign of 
incompetence. But to force the learners into compliance in this way is to suppress 
the very creative capacity by which competence is naturally achieved.  

（Widdowson, 1984: 250） 
 
࡛ࡇࡇ Widdowson 生ᚓ的に᭷するࡀே㛫࠺言ࡀ creative capacity とࡣ、ලయ的ᩥ࡞⬦

の୰࡛ᡭᣢࡕの言語リࢯースを㐀的に使用ࡀ࡞ࡋら、意をࡾฟすプロࢭスに関す

るᵝ࡞ࠎㄆ▱能力を⤫ྜࢹࡋィスコースを生成する「ㄆ▱的⤫ྜ力」を意するࠋそのࡼ

る「୕つの㈨㉁・能ࡆてᥖࡋ理ᛕとࡀ┬⛉ᩥ、ࡣとࡇࡴ⫱を㇏かに「ㄆ▱的⤫ྜ力」࡞࠺
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力」を⫱成するࡇとと㔜ࡏࢃྜࡡるࡇとࡁ࡛ࡀるࡋࠋかࡋ、CEFR の言語能力観に❧つと、

生ᚐࡀࡾฟす英語⾲⌧ࡀ英語ẕ語話⪅ࡀ使用する័習的࡞つ๎ࡸ言いᅇࡋにᚑ࡞ࢃいሙ

ྜ、そのࡣ⌧⾲࡞࠺ࡼ「ṇ࡞ࡃࡋい（ill-formed）」とみࢀࡉ࡞、その生ᚐࡣ「言語能力ࡀ

て学ᰯ࡛英語をࡗて、生ᚐにとࡗࡀたࡋࠋるࢀࡉ࡞い（a sign of incompetence）」とみ࡞

使࠺行Ⅽにࡣ、英語ẕ語話⪅ࡀ使用する័習的࡞つ๎ࡸ言いᅇࡋと「一⮴」ࡋているか

て、英語ẕ語話ࡋそࠋる࡞とにࡇ࠺とࡲࡁᖖにつࡀとࡇるࢀࡉ観Ⅼからホ౯࠺か、とい࠺

⪅の࠺ࡼに英語を使ࡇ࠺とをᙉいらࢀるの࡛ࡤࢀ࠶、生ᚐࡣᡭᣢࡕの言語リࢯースを㐀

的に使いࡀ࡞ら、⮬ら「ᛮ考」ࡋ「ุ᩿」ࡋ「⾲⌧」するプロࢭスを㏻ࡋて意をるࡇ

とに意をぢฟ࡞ࡃ࡞ࡏるࠋ「学ࡧに向か࠺力㸭ே㛫ᛶ➼」ࡀ⫱成ࢀࡉていࡃのとࡣ⭡に、

Widdowson とࡇとをᙉいるࡇ࠺に英語を使࠺ࡼに、生ᚐに英語ẕ語話⪅の࠺ࡼる㏙ࡀ

ྜ⤫とする「ㄆ▱的࠺ฟそࡾ意をࡋースを使用ࢯ㐀的に言語リ࡞ே㛫の生ᚓ的、ࡣ

力（creative capacity）」を「つࡪす（suppress）」ࡇとにつࡀ࡞るࠋ 
らに、Widdowsonࡉ との「一⮴」ࡋ言いᅇࡸつ๎࡞使用する័習的ࡀ⪅英語ẕ語話、ࡣ

を英語教⫱の┠ᶆにするࡇとに対ࡋて、ELF（English as a Lingua Franca）とࡋて英語

を使࠺観Ⅼから、その࡞࠺ࡼ┠ᶆࡣ㐺ษ࡛࡞ࡣいとࡋ、学ᰯ英語教⫱࡛「Capability
（Capacity）」を⫱ࡇࡴとの㔜要ᛶをḟの࠺ࡼに㏙るࠋ 
 

This inevitably raises the question about why what has been traditionally 
conceived of as the necessary norm of native speaker competence has always been 
set as the objective. This is really the significance of ELF (English as a Lingua 
Franca) because it’s clear that people engage with each other, relate to each other, 
achieve communicative objectives, and negotiate their relationships and their 
meanings without conforming to native speaker norms. They have the capability 
to do it, and the more they do it, the more demands are put on their capability. And 
then their linguistic resources will extend. 

（Widdowson, 2019: 10） 
 
࡛ࡇࡇ Widdowson ࡀ英語、ࡣ EFL とࡋて使用ࢀࡉる「⌧ሙ」においてࡣ、英語ẕ語話

と指「ている࠼ྜࡌいに㏻」ࡶてࡃ࡞ࡋ⮴に一ࡋ言いᅇࡸつ๎࡞使用する័習的ࡀ⪅

するࠋその࡞࠺ࡼを Seidlhofer（2011）ᩘࡣከࡃᣲࡆて、ேࡀࠎ英語ẕ語話⪅とい࠺

限ᐃࢀࡉたコミュニティࡀ᭷するつ⠊に⦡らࡎࢀに、┤㠃する課題ࡸ┠的を成ࡋ㐙ࡆるた

ࡋとを㏻ࡇする⌧⾲ࡋุ᩿ࡋら、ᛮ考ࡀ࡞て使いࡋースとࢯ英語をリࡔࢇ学ࡀࠎྛ、にࡵ

て㐀的に♫会的ࡾࡸ࡞とࡾをࡋているࡇとを♧ࡋているࠋその࡞࠺ࡼ「EFL ࣘーࢨー」

を⫱てるたࡵにࡣ、「ㄆ▱的⤫ྜ力（Capability [Capacity]）を㇏かに⫱ࡇࡴと、すࡕࢃ࡞、

学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀᥖࡆる「୕つの㈨㉁・能力」を⫱成するࡇとࡀᚲ

要࡛࠶るࡋࠋかࡋ、その理ᛕをᐇ⌧するたࡵの英語教⫱をᐇ㊶するࡇとと、CEFR の言語

能力観にᇶ࡙ࡁ小・୰・㧗࡛ࡲ「┠ᶆ」を♧ࡋ、その「฿㐩度」を 4 ᢏ能Ẹ㛫試㦂࡛ࠐか

�か࡛༢⣧化್ᩘࡋ化ࡋ「㧗ᚓⅬ」を取ᚓ࡛ࡁる࠺ࡼ指導するࡇとࡣ、本㉁的に␗࡞るࡇ
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と࡛࠶ると言࠼るࠋ 
 
5. ⤖語 

本◊✲࡛ࡣ、学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀ౫ᣐする「⫱成す୕ࡁつの㈨㉁・

能力」のᵓ成要⣲ࡀ「いにの࠺ࡼに関㐃をࡶつか」を、「言語使用」の観Ⅼから言語能

力をᤊ࠼るㄆ▱言語学の「使用ᇶ┙ࣔࣝࢹ（usage-based model）」と Widdowson の

「Capacity（Capability）論」を㍈に考察ࡋたࠋ 
言語使用において、ᵝ័࡞ࠎ習的࡞言語༢ࡸスキーマを࠼使用するࡇとࡣ、言語使

用のプロࢭスをࡾࡼスムーࢬに㐍ࡵてい࡛ୖࡃᙺに❧つࡲࠋた、その࡞࠺ࡼ言語リࢯース

を、┤㠃するᩥ⬦の୰࡛ᚲ要に応ࡌてグ᠈からᘬࡁฟࡋ、ᩥ法の▱識を使いࡀ࡞ら㐀的

に意をࡾฟすࡇとࡣ、「ᛮ考」ࡋ「ุ᩿」ࡋ「⾲⌧」するプロࢭスをಁ㐍するࡇࠋのࡼ

▱と「ᛮ考・ุ᩿・⾲⌧力➼」の୧⪅の┦作用を「⤫ྜ」する「ㄆ「識・ᢏ能▱」࡞࠺

的⤫ྜ力（capacity [capability]）」を㇏かに⫱成する英語教⫱をᐇ㊶するにࡣ、「言語使用」

の観Ⅼから、学習指導要領ࡣ「▱識（語ᙡとᩥ法）」をᤊ࠼┤すᚲ要࠶ࡀるࠋ 
౫ᣐするࡀた、学習指導要領ࡲ CEFR の言語能力観に❧つࡇとࡣ、「英語ẕ語話⪅」の

言語能力を「つ⠊」とࡋ、教ᖌࡣ「教࠼たࡇと」をᇶに、生ᚐࡔࢀࡀけつ⠊にᚑ࠼るࡼ

ᚑ᮶の言語教⫱観࡞࠺ࡼのࡇࠋる࡞とにࡇ観Ⅼから生ᚐをホ౯する࠺たか、といࡗ࡞に࠺

から⬺༷をᅗるたࡵにࡣ、教ᖌࡣ生ᚐ一ேࡦとࡾを「⾲⌧⪅」とࡋてᤊࡋ┤࠼、生ᚐの「学

ースを⣲ᮦࢯの言語リࡕᡭᣢࡀ生ᚐ、ࡕࢃ࡞すࠋる࠶ࡀス」に┠を向けるᚲ要ࢭのプロࡧ

にࡋて㐀的に意をࡀ࡞ࡾら、⪅と「㏻࠺ྜࡌ」たࡵにᚲ要に応ࡌて言語リࢯース

を「ᣑᙇ」ࡋ「ᵓ⠏」ࡋていࡃプロࢭスを㏻ࡋて、「学ࡧに向か࠺力㸭ே㛫ᛶ➼」ࡀ⫱成

 ࠋる࠶ࡀ言語習ᚓ観をᣢつᚲ要࠺といࡃていࢀࡉ
学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀ理ᛕとࡋてᥖࡆた「୕つの㈨㉁・能力」を⫱成

する英語教⫱をᐇ⌧するにࡣ、୕つのᵓ成要⣲ࡀ「いにの࠺ࡼに関㐃をࡶつか」につ

いて、「言語使用」と「学ࡧのプロࢭス」の観Ⅼから理論的にලయ的に考察ࡋていࡇࡃとࡀ

㔜要࡛࠶るࠋそࡋて、教ᖌ一ேࡦと୕ࡀࡾつのᵓ成要⣲の関㐃ᛶを理ゎするࡇとを㏻ࡋて、

に࠺ࡼの 4 ᢏ能を᭷ᶵ的に関㐃けて授業をࢨࢹイン࡛ࡁるか、そࢀࡒࢀの教ᐊ࡛ලయ

的࡞方法を᥈✲ࡋていかࡃ࡞て࡞ࡣら࡞い（ὀ  ࠋ（1
 
ὀ 

1. 学習指導要領（ᩥ⛉┬, 2017; 2018）ࡀ┠指す「⫱成すࡁ㈨㉁・能力の୕つのᰕ」ࡸ

「య的・対話的࡛῝い学ࡧ」をල⌧化ࡋたᐇ㊶とࡋて、水野（2005, 2009）、水野

（2013）、Mizuno（2015）࠶ࡀるࠋ 
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